
Finnish Institute for E
ducational R

esearch (FIE
R

)

PISAと教育改革
ユヴァスキュラ大学
フィンランド教育研究所
ヨウニ・ヴァリヤルヴィ教授

PISAに関する国際シンポジウム
2014年11月17日

東京



Finnish Institute for E
ducational R

esearch (FIE
R

)
2

３分野の平均得点

読解力 数学 科学
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標準偏差

数学 読解力 科学
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数学の習熟度レベル別の生徒割合
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社会経済的背景の影響（2003年と2012年）
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「読書の多様性」指標と
「読書への関心」指標の経年変化

「読書の多様性」

「読書の多様性」

「読書への関心」

「読書への関心」
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各指標による数学の得点分散の説明率
（フィンランド、OECD）

数学における
自己概念

数学における
自己効力感

数学に対する不安

数学における
興味・関心や楽しみ

数学における
道具的動機付け

生徒のSES
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教育政策と価値観

高い基準と公平性

万人のための無償教育

実情（実績）に応じた予算配分

全国的な試験や監査を行わない

義務教育の間は能力別学級編成を行わない

質の高い教師と教師教育

教育学的区別

特別支援教育は通常教育の一環として行われる

生徒の幸福
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実施中の教育改革

1. 全国的コアカリキュラムの改革
教育の価値観

21世紀のキー・コンピテンシー
新しい学習環境
生徒の幸福

実例に基づく学習
共同学習の促進
期限：2016年８月
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2. 将来の小中学校

PISAにおける順位低下はなぜか？
ジェンダー差
意欲、自信、幸福
プロジェクトにおける協調的で魅力的な
作業
２つの専門グループ
コンピテンシー、学習、社会的発達
意欲と指導
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3. 「読書の楽しみ」プロジェクト

生徒に読書を奨励する３年間の国家プロジェクト
教育文化省が資金を提供し、
オウル大学人文科学学部と教育学部が実施する
対象グループは、６歳から16歳の子供や若者、教師、
図書館専門職（司書）、保護者である
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「読書の楽しみ」プログラムの目標

子供や若者の読み書き能力を向上させるための運用モデ
ルを生み出す
子供や若者の読み書きやメディア教育に対する関心を高

めるために教師や図書館員の意識、能力及び技術を向上さ
せる

豊かな読み書き体験に向け、子供や若者の関心やスキル
を向上させる

子供や若者が、様々な文章やメディアコンテンツを利用す
る機会を増やし、情報やコンテンツへのアクセスを促進する
（情報管理とメディアリテラシー）
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2014年９月１日：LUMAフィンランド
プログラムが開始されました
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4. LUMAフィンランド・プログラム

理由：生徒の理数系教科の成績や関心、意欲の低下
自然科学、技術、数学の勉強やキャリアの魅力の低さ
6歳～16歳の子供たちが理数系に関心を持つようにす
るための新たな方法やリソース
探求型学習、教育における情報通信技術の利用、

知識基盤社会における就業機会やスキル及びコア・コ
ンピテンシーの進展・構築

学校における新しい指導方法、学習環境及び教材を設
計し、実施するための研究

研究や科学に関する実践的体験の提供を目標とする生
徒主体のアプローチ
学校と大学とのネットワーク作り（教師教育）
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5. 全ての学校に向けたクラウドサービスの開発

テクノロジーの教育学的利用
新しい学習環境
デジタル教材
教師のコンピテンシーと意欲
生徒のクラウドサービスを利用する意欲と専門技能
ユヴァスキュラ大学：PedaNetネットワーク
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6. 教師の専門的能力開発

新たな創造的問題解決能力
教員養成と現職教員教育の連続性
自己開発計画
共同体としての学校
教育におけるリーダーシップ
同僚間における指導・助言
情報通信技術、教育学及び協調学習
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6. インクルージョン教育

7. 学校におけるいじめや暴力の防止


